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一般会計　　５２億３,０００万円

　

平
成
十
七
年
度
の
町
予
算
が
三
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
笠

松
町
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
五
二
億
三
千
万
円
（
前
年
度
当
初
比
一
三
・

八
％
減
）、
特
別
・
企
業
会
計
は
六
二
億
八
二
二
万
八
千
円
（
前

年
度
当
初
比
三
・
八
％
減
）
で
、
総
額
一
一
四
億
三
、
八
二
二

万
八
千
円
（
前
年
度
当
初
比
八
・
六
％
減
）
で
す
。

　

行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
の
数
値
目
標
に
沿
っ
て
投
資
的
経

費
の
抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、
改
革
に
伴
う
サ
ー
ビ
ス
低
下
の

緩
和
に
配
意
し
な
が
ら
、
財
政
効
果
の
発
揮
を
主
眼
に
、
優
先

度
そ
の
他
の
観
点
か
ら
施
策
・
事
務
事
業
を
厳
選
し
、
限
ら
れ

た
財
源
の
重
点
的
か
つ
効
率
的
配
分
に
努
め
ま
し
た
。
主
な
施

策
（
特
化
施
策
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

� ���������������

� ���������������

快
適
で
暮
ら
し
心
地
の
よ
い
ま
ち
づ
く
り

○
防
災
防
犯
対
策
事
業

　

・
家
具
転
倒
防
止
補
助
器
具
支
給
事
業

　

・
緊
急
時
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
導
入

○
環
境
対
策
事
業

　

・
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
の
強
化

　

・
資
源
物
集
団
回
収
事
業
の
促
進

　

・
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
登
録
制
度
の
導
入

　
温
も
り
と
や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
た
ま
ち
づ
く
り

○
少
子
化
対
策
事
業

　

・
乳
幼
児
・
児
童
・
生
徒
医
療
費
の
助
成
（
入
院
十
五
歳
・

外
来
十
歳
ま
で
無
料
）

　

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
実
施

　

・
病
後
時
保
育
所
の
開
設

○
高
齢
者
対
策
事
業

　

・
高
齢
者
大
学
の
開
設

　

・
シ
ニ
ア
サ
ー
ク
ル
育
成
支
援

　
学
び
活
動
す
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

○
歴
史
文
化
教
育
事
業

　

・
学
習
情
報
提
供
相
談
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

・
地
域
に
開
か
れ
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

歳入歳出予算の構成

歳出 
単位：千円 

民生費 
1,516,327 
29.0％ 

土木費 
785,402 
15.0％ 総務費 

761,864 
14.6％ 

衛生費 
745,377 
14.2％ 

教育費 
581,257 
11.1％ 

消防費 
323,117 
6.2％ 

公債費 
313,330 
6.0％ 

その他 
203,326 
3.9％ 

歳入 
単位：千円 

町税 
2,350,617 
44.9％ 

その他 
781.231 
14.9％ 

地方交付税 
950,000 
18.2％ 

町債 
374,500 
7.2％ 

県支出金 
247,613 
4.7％ 

国庫支出金 
223,036 
4.3％ 

繰入金 
183,003 
3.5％ 

繰越金 
120,000 
2.3％ 

特別・企業会計　　６２億８２２万８千円

費目別歳入歳出予算の対前年度比較

単位：千円 
歳  出 
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歳  入 

平成17年度 
平成16年度 

町
税 

地
方
交
付
税 

町
債 

県
支
出
金 

国
庫
支
出
金 

繰
入
金 

繰
越
金 

そ
の
他 

＜注意＞歳入での主な減額は、繰入金（対前年度△４９８,２００千円）および町債（対前年度△３８０,９００千円）
　　　　歳出では、公債費（△２５６,０４６千円）をはじめ、土木費（△１７６,０７８千円）、民生費（△１２４,１１７千円）および教育費

（△１０８,２７１千円）などで投資的経費を中心に減額
　　　　なお、平成１６年度の公債費および町債には、減税補てん債元金一括償還およびこれに伴う借換債を含む。

国民健康保険特別会計国民健康保険特別会計 
           2,191,280千円 
国民健康保険特別会計 
           2,191,280千円 

介護保険特別会計介護保険特別会計 
     1,025,640千円 
介護保険特別会計 
     1,025,640千円 

下水道事業特別会計 
          795,880千円 

水道事業会計 
  340,678千円 

一般会計 
  5,230000千円 

老人保健特別会計 
     1,854,750千円 

▼
特
別
会
計

○
老
人
保
健
特
別
会
計

　
　

七
十
五
歳
以
上
の
老
人
医
療
費
給
付
（
平
成
十
四
年
九
月

三
十
日
に
す
で
に
七
十
歳
以
上
で
あ
る
者
を
含
む
）

　
　

受
給
者　

二
、
三
五
〇
人

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

・
被
保
険
者
へ
の
保
険
給
付
（
医
療
費
、
出
産
育
児
一
時
金
、

葬
祭
費
な
ど
）

　

・
被
保
険
者　

四
、
〇
九
五
世
帯

　
　
　
　
　
　
　

八
、
七
五
二
人

　

・
保
健
事
業
の
推
進

○
介
護
保
険
特
別
会
計

　

・
被
保
険
者
へ
の
介
護
給
付

　

・
被
保
険
者　

四
、
三
〇
〇
人

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

・
公
共
下
水
道
工
事
の
推
進

　
　

延
長　

一
、
一
六
〇
ｍ

　

・
下
水
道
を
利
用
で
き
る
区
域
の
早
期
切
替
の
促
進

○
水
道
事
業
会
計

　
　

給
配
水
設
備
の
整
備
拡
張
と
飲
料
水
の
安
定
供
給

（単位：千円）特 別 会 計

1,854,750老 人 保 健

2,191,280国民健康保険

1,025,640介 護 保 険

795,880下水道事業

（単位：千円）企 業 会 計

340,678水 道 事 業

平成17年度 

総額 

114億3,822万8千円 

地方債現在高（公営企業会計に係る分を除く）

平成１６年度末残高（見込み）会 計 区 分

4,084百万円一 般 会 計

7,130百万円下水道事業特別会計

11,214百万円合　　　　計

基金の状況

平成１６年度末残高（見込み）基金の種類

441百万円財政調整基金

673百万円そ の 他

1,114百万円合 計
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第
一
回　

笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠
松松松松松松松松松松松松松松
町町町町町町町町町町町町町町
議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会
定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会会会会
開開開開開開開開開開開開開開
会会会会会会会会会会会会会会

松
町
議
会
定
例
会
開
会

▽
助
役
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
　

平
成
十
七
年
四
月
一
日
に
任
期

満
了
と
な
る
間
宮
聡
助
役
を
、
引

き
続
き
選
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

▽
笠
松
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
に
つ
い

て

　
　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
人
事
行
政
運
営
に
関
す
る

公
表
な
ど
、
所
要
の
規
定
整
備
を

行
う
も
の
。

▽
笠
松
町
心
身
障
害
者
小
規
模
授
産

所
設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
　

心
身
障
害
者
小
規
模
授
産
所
を

廃
止
し
、
民
営
化
を
図
る
も
の
。

▽
笠
松
町
土
地
利
用
対
策
審
議
会
設

置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い

て

　
　

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い

同
審
議
会
を
廃
止
す
る
も
の
。

▽
笠
松
町
部
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　

組
織
機
構
見
直
し
に
伴
い
、
所

要
の
規
定
整
備
を
行
う
も
の
で
、

新
た
に
教
育
文
化
部
を
設
置
し
、

五
部
十
二
課
等
と
す
る
な
ど
。

▽
笠
松
町
議
会
議
員
の
報
酬
、
費
用

弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
　

特
例
条
例
に
よ
る
措
置
に
引
き

続
き
、
笠
松
町
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
議
会
議

員
の
報
酬
な
ど
を
（
報
酬
月
額
二

万
円
、
期
末
手
当
加
算
率
五
％
）

引
き
下
げ
る
も
の
。

▽
笠
松
町
非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
　

笠
松
町
土
地
利
用
対
策
審
議
会

の
廃
止
お
よ
び
笠
松
町
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
の
設
置
に
伴

い
、
同
委
員
報
酬
な
ど
に
つ
い
て
、

所
要
の
規
定
整
備
を
行
う
も
の
。

▽
笠
松
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　

特
例
条
例
に
よ
る
措
置
に
引
き

続
き
、
議
会
議
員
と
同
様
に
、
笠

松
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答

申
に
基
づ
き
、
特
別
職
の
給
与
を

（
十
％
）
引
き
下
げ
る
も
の
。

▽
笠
松
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
　

グ
ル
ー
プ
制
の
導
入
に
伴
い
所

要
の
規
定
整
備
を
行
う
も
の
で
、

従
来
の
係
長
お
よ
び
課
長
補
佐
の

職
を
廃
止
し
、
ス
タ
ッ
フ
職
と
す

る
。

▽
笠
松
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
　

特
殊
勤
務
手
当
の
見
直
し
に
伴

い
、
規
定
整
備
を
行
う
も
の
。

▽
笠
松
町
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
　

旅
費
の
見
直
し
に
伴
い
、
所
要

の
規
定
整
備
を
行
う
も
の
で
、
半

日
当
を
廃
止
す
る
。

▽
笠
松
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
　

不
動
産
登
記
法
の
改
正
に
伴
い

所
要
の
規
定
整
備
を
行
う
も
の
。

▽
笠
松
町
学
習
等
供
用
施
設
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

▽
笠
松
町
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▽
笠
松
町
厚
生
会
館
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　

施
設
利
用
の
見
直
し
に
伴
い
、

所
要
の
規
定
整
備
を
行
う
も
の
。

　

な
お
、
町
民
プ
ー
ル
は
廃
止
す
る
。

▽
笠
松
町
百
歳
長
寿
者
褒
賞
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　

百
歳
長
寿
者
褒
賞
の
祝
金
を
改

定
（
三
十
万
円
↓
十
万
円
）
す
る

た
め
、
所
要
の
規
定
整
備
を
行
う

も
の
。

▽
笠
松
町
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ

る
委
員
の
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　

農
業
委
員
会
法
の
一
部
改
正
お

よ
び
行
財
政
改
革
に
伴
う
所
要
の

規
定
整
備
で
、
選
挙
に
よ
る
委
員

定
数
を
削
減
（
十
人
↓
八
人
）
す

る
も
の
。

▽
証
明
書
の
交
付
等
の
事
務
委
託
の

廃
止
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

▽
証
明
書
の
交
付
等
の
事
務
委
託
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　
　

右
の
二
議
案
は
、
海
津
郡
海
津

町
、
平
田
町
お
よ
び
南
濃
町
が
平

成
十
七
年
三
月
二
十
八
日
に
合
併

し
、
海
津
市
と
な
る
こ
と
に
伴
う

も
の
。

▽
岐
阜
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約

に
つ
い
て

▽
岐
阜
県
市
町
村
会
館
組
合
を
組
織

す
る
市
町
村
数
の
増
減
に
つ
い
て

▽
岐
阜
県
市
町
村
会
館
組
合
規
約
の

一
部
を
改
正
す
る
規
約
に
つ
い
て

　
　

右
の
三
議
案
は
、
い
ず
れ
も
市

町
村
合
併
に
よ
る
組
合
構
成
市
町

村
の
脱
退
、
加
入
に
伴
い
、
所
要

の
規
約
改
正
な
ど
の
協
議
を
行
う

も
の
。

▽
岐
阜
県
地
方
競
馬
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

　
　

組
合
構
成
団
体
の
協
議
に
よ
る

執
行
機
関
の
変
更
に
か
か
る
も
の

で
、
管
理
者
を
笠
松
町
長
、
出
納

長
を
笠
松
町
助
役
と
す
る
な
ど
。

▽
補
正
予
算

〇
一
般
会
計

　
　

笠
松
中
学
校
校
舎
耐
震
補
強
事

業
二
億
八
百
十
万
八
千
円
の
繰
越

明
許
費
、
消
防
団
車
庫
整
備
事
業

に
係
る
県
補
助
確
定
に
伴
う
地
方

債
一
千
五
百
五
十
万
円
の
減
額
、

老
人
保
健
お
よ
び
介
護
保
険
特
別

会
計
の
補
正
に
伴
う
操
出
金
六
千

四
百
八
十
七
万
四
千
円
の
増
額
、

下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
精
算
補

正
に
伴
う
繰
出
金
六
千
二
百
七
十

三
万
五
千
円
の
減
額
の
ほ
か
、
各

種
事
務
事
業
お
よ
び
国
県
支
出
金

の
確
定
な
ど
に
伴
う
増
減
に
よ
り
、

総
額
一
億
一
千
二
百
二
十
五
万
二

千
円
の
減
額
補
正
を
行
う
も
の
。

〇
老
人
保
健
特
別
会
計

　
　

医
療
費
の
増
加
な
ど
に
伴
い
、

総
額
一
千
五
百
二
十
三
万
四
千
円

を
増
額
補
正
す
る
も
の
で
、
国
庫

支
出
金
の
減
収
見
込
み
に
伴
う
一

千
六
百
七
十
六
万
六
千
円
の
減
額

補
て
ん
も
含
め
、
一
般
会
計
繰
入

金
を
三
千
二
百
万
円
増
額
す
る
。

〇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　

医
療
費
の
増
加
に
伴
う
保
険
給

付
費
三
千
三
百
九
十
九
万
八
千
円

の
増
額
、
事
業
確
定
に
伴
う
共
同

事
業
拠
出
金
二
百
七
十
四
万
九
千

円
の
減
額
の
ほ
か
、
歳
入
で
は
こ

れ
ら
に
伴
う
国
県
支
出
金
お
よ
び

療
養
給
付
費
等
交
付
金
な
ど
の
増

減
で
、
総
額
三
千
百
二
十
六
万
四

千
円
の
増
額
補
正
を
行
う
も
の
。

〇
介
護
保
険
特
別
会
計

　
　

居
宅
介
護
の
増
加
に
伴
う
保
険

給
付
費
の
増
額
な
ど
の
ほ
か
、
歳

入
で
は
こ
れ
ら
に
伴
う
国
県
支
出

金
、
支
払
基
金
交
付
金
お
よ
び
一

般
会
計
繰
入
金
な
ど
の
増
減
で
総

額
二
千
四
十
二
万
四
千
円
の
増
額

補
正
を
行
う
も
の
。

〇
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　

事
業
費
の
確
定
な
ど
に
伴
い
、

七
千
二
百
六
十
六
万
六
千
円
を
減

額
補
正
す
る
も
の
。

〇
水
道
事
業
会
計

　
　

事
業
費
の
確
定
な
ど
に
伴
い
、

四
百
六
十
二
万
六
千
円
を
減
額
補

正
す
る
も
の
。

▽
平
成
十
七
年
度
当
初
予
算

　
　

一
般
会
計
外
五
会
計
予
算

　
　
（
二
・
三
ペ
ー
ジ
参
照
）

（
追
加
議
案
）

▽
笠
松
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　

笠
松
町
部
設
置
条
例
の
一
部
改

正
に
伴
い
規
定
整
備
す
る
も
の
。

▽
笠
松
町
福
祉
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
　

県
制
度
の
改
正
に
伴
う
規
定
整

備
で
、
六
十
九
歳
老
人
に
対
す
る

医
療
費
助
成
を
廃
止
す
る
も
の
。

▽
補
正
予
算

〇
一
般
会
計

〇
介
護
保
険
特
別
会
計

〇
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　

事
務
所
移
転
に
か
か
る
経
費
の

繰
越
明
許
費
。

　
「
笠
松
町
高
齢
者
交
通
安
全
大

学
校
」
の
閉
校
式
が
三
月
十
日
、

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
学
校
は
高
齢
者
の
事

故
を
防
止
す
る
た
め
、
参
加
型
・

体
験
型
・
実
践
型
の
交
通
安
全
教

育
を
推
進
す
る
た
め
、
昨
年
五
月

に
開
校
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

式
で
は
、
高
齢
者
交
通
安
全

リ
ー
ダ
ー
認
定
書
の
授
与
や
一

年
間
の
取
組
み
結
果
の
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
で
の
交
通
事
故
の
発
生

件
数
や
負
傷
者
数
は
大
幅
な
減

少
が
み
ら
れ
、
死
者
数
０
は
羽
島

署
管
内
で
は
笠
松
町
だ
け
で
し

た
。
し
か
し
、
負
傷
者
数
の
割
合

で
は
高
齢
者
の
被
害
が
大
幅
に

増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
学
生
の
皆

さ
ん
は
、
交
通
事
故
の
防
止
に
向

け
て
決
意
を
新
た
に
さ
れ
ま
し

た
。

▲高齢者交通安全リーダー認定書を授与される代表者

笠
松
町
高
齢
者

交
通
安
全
大
学
校
が
閉
校

　

平
成
十
七
年
第
一
回
笠
松
町
議
会
定
例
会
が
三
月
三
日
（
木
）
か
ら
二
十
二
日
（
火
）
ま
で
開

か
れ
、
平
成
十
七
年
度
各
会
計
予
算
を
含
む
次
の
案
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

� ����

� ����
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町
で
は
、
行
財
政
改
革
の
初
年
度

に
向
け
て
、
二
月
二
十
三
日
（
水
）

か
ら
二
十
七
日
（
日
）
の
五
日
間

（
六
回
）
に
わ
た
っ
て
、
行
財
政
改
革

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
は
じ
め
に
広
江
町

長
と
安
田
町
議
会
議
長
が
そ
れ
ぞ
れ

の
挨
拶
の
中
で
、
今
回
の
行
財
政
改

革
は
自
助
・
共
助
・
公
助
を
基
本
理

念
と
す
る
住
民
協
働
の
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
の
取
組
み
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
訴
え
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
担
当
者
か
ら
行
財
政
改

革
推
進
プ
ラ
ン
策
定
ま
で
の
経

緯
や
こ
こ
数
年
間
の
町
の
財
政

状
況
を
説
明
し
た
後
、
乳
幼

児
・
児
童
・
生
徒
医
療
費
の
助

成
制
度
を
は
じ
め
、
国
民
健
康

保
険
税
の
税
率
改
正
、
ご
み
の

減
量
化
施
策
な
ど
、
特
に
住
民

の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に
影
響

が
あ
る
事
務
事
業
六
十
六
項
目

の
改
革
案
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

　

説
明
終
了
後
、
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
か
ら
は
、「
推
進
プ
ラ

ン
の
数
値
目
標
で
あ
る
財
源
不

足
額
解
消
に
大
き
く
貢
献
し
た

改
革
案
は
何
か
」、「
害
虫
駆
除

の
機
械
に
よ
る
薬
剤
散
布
が
廃
止
さ

れ
る
が
衛
生
面
か
ら
他
の
対
策
も
必

要
で
は
な
い
か
」
な
ど
、
多
数
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

（
※
説
明
会
で
の
主
な
質
問
と
町
の

考
え
方
は
下
記
に
記
載
の
と
お
り
で

す
。）

　

な
お
、
す
べ
て
の
改
革
案
（
二
百

九
十
二
項
目
）
を
記
載
し
た
「
行
財

政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
は
、

役
場
一
階
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
や
町
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
公
共
施
設
の

情
報
公
開
端
末
で
も
ご
覧
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

行
財
政
改
革
初
年
度
に
向
け

住
民
説
明
会
を
開
催

【
会
場
で
の
主
な
質
問
と
町
の
考
え
方
】

Ｑ
推
進
プ
ラ
ン
の
数
値
目
標
で
あ
る
財
源

不
足
額
の
解
消
に
大
き
く
貢
献
し
た
改

革
案
は
何
か
。

Ａ
道
路
改
修
工
事
な
ど
に
か
か
る
投
資
的

経
費
の
削
減
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
羽
島
用
水
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
事
業
や
保
育
所
の
給
水
設
備

改
修
事
業
な
ど
と
い
っ
た
緊
急
性
の
あ

る
事
業
を
除
き
、
他
の
事
業
に
つ
い
て

は
当
面
は
凍
結
、
あ
る
い
は
事
業
費
を

二
分
の
一
に
削
減
し
、
後
年
度
実
施
と

す
る
方
針
で
す
。
ま
た
、
職
員
数
の
削

減
に
よ
る
人
件
費
削
減
も
大
き
な
要
素

に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
行
財
政
改

革
取
組
み
期
間
の
三
年
が
終
了
し
た
時

点
に
は
投
資
的
経
費
を
見
直
し
、
優
先

順
位
を
付
け
て
、
出
来
る
だ
け
経
費
を

投
入
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
健

全
財
政
に
向
け
た
取
組
み
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
害
虫
駆
除
の
機
械
に
よ
る
薬
剤
散
布
が

廃
止
さ
れ
る
が
衛
生
面
か
ら
他
の
対
策

も
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
か
た
へ
の
影
響
に

加
え
、
現
在
の
散
布
方
法
で
は
効
果
が

薄
い
こ
と
も
あ
り
、
機
械
に
よ
る
薬
剤

散
布
は
十
七
年
度
か
ら
廃
止
し
ま
す
。

な
お
、
町
内
会
の
清
掃
時
な
ど
に
申
し

出
が
あ
れ
ば
、
害
虫
駆
除
の
粒
剤
を
無

料
で
お
渡
し
し
、
対
応
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
現
行
の
街
路
灯
の
施
策
は
安
全
な
町
を

推
進
す
る
上
で
、
他
に
誇
れ
る
事
業
で

あ
り
、
経
費
削
減
の
理
由
だ
け
で
撤
去

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

Ａ
街
路
灯
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
防
犯
上

な
ど
で
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

効
果
の
薄
い
場
所
や
農
作
物
へ
の
影
響

が
あ
る
場
所
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

原
則
的
に
は
八
十
メ
ー
ト
ル
間
隔
と
す

る
も
の
で
す
。
な
お
、
設
置
場
所
な
ど

に
つ
い
て
は
、
防
犯
上
の
こ
と
な
ど
を

考
慮
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
相
談
し
な

が
ら
、
実
情
に
あ
っ
た
見
直
し
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
下
羽
栗
会
館
は
利
用
が
多
く
、
人
の
出

入
り
も
総
合
会
館
よ
り
多
い
た
め
、
総

合
会
館
は
無
人
化
と
し
下
羽
栗
会
館
に

事
務
所
を
移
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
四
月
か
ら
は
、
総
合
会
館
に
て
利
用
さ

れ
る
か
た
に
鍵
を
貸
し
出
す
方
式
で
暫

く
様
子
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
利
便
性
な
ど
を
総
合
的
に

考
え
た
上
で
総
合
会
館
・
下
羽
栗
会
館

の
ど
ち
ら
に
事
務
所
を
置
く
こ
と
が
適

正
で
あ
る
の
か
を
改
め
て
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
南
事
務
所
を
購
入
し
た
趣
旨
と
、
わ
ず
か

十
年
し
か
経
過
し
て
い
な
い
の
に
今
回
、

売
却
す
る
こ
と
と
し
た
趣
旨
は
何
か
。

Ａ
南
事
務
所
購
入
に
つ
い
て
は
、
当
時
、

職
員
や
業
務
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
分

庁
舎
の
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
す
が
、

最
近
の
町
の
財
政
状
況
や
将
来
の
土
地

の
利
活
用
な
ど
を
検
討
し
た
結
果
、
民

間
に
売
却
し
活
用
さ
れ
た
方
が
、
地
域

の
発
展
や
税
収
入
な
ど
に
よ
る
町
財
政

へ
の
貢
献
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
、
今

回
の
プ
ラ
ン
の
中
で
は
売
却
を
含
め
、

今
後
、
い
ろ
い
ろ
な
状
況
を
調
査
し
町

民
の
皆
さ
ん
に
納
得
い
た
だ
け
る
形
で

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
基
金
と
し
て
五
十
億
円
を
積
む
こ
と
が

で
き
て
い
た
時
期
の
行
政
の
あ
り
方
を

確
認
し
、
当
時
と
現
在
の
収
支
を
比
較

し
て
行
政
運
営
を
行
う
と
町
は
も
っ
と

良
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
基
金
残
高
が
過
去
、
五
十
億
円
ほ
ど
積

ま
れ
て
い
た
背
景
に
は
、
後
の
下
水
道

整
備
に
財
源
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
た
こ
と
や
競
馬
場
か
ら
の
交
付

金
収
入
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
言
え
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
負
担
が
増
え
る

こ
と
な
く
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と

が
、
基
金
が
あ
っ
た
今
ま
で
の
行
政
の

基
本
的
ス
タ
ン
ス
で
あ
り
ま
し
た
。
今

後
は
、
そ
う
い
う
行
財
政
運
営
か
ら
脱

却
し
、
受
益
者
負
担
の
原
則
と
住
民
協

働
に
よ
り
行
財
政
改
革
を
断
行
し
、
基

金
を
投
資
的
経
費
で
使
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
行
財
政
体
質
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
赤
字
が
解
消
で
き
て
も
、
笠
松
町
の
ご

み
処
理
施
設
二
十
二
年
問
題
や
笠
松
競

馬
場
存
廃
問
題
な
ど
に
大
き
な
費
用
が

必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
っ

た
こ
と
か
ら
今
後
は
更
に
住
民
協
働
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
プ
ラ
ン
の
実
現

は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
時

に
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
を
維
持
し
て
い
け

ば
よ
い
の
か
、
ま
た
は
、
住
民
に
負
担

を
強
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
。

Ａ
推
進
プ
ラ
ン
は
今
後
三
年
間
の
短
期
計

画
で
す
の
で
、
即
効
性
の
あ
る
施
策
を

中
心
に
構
成
し
て
あ
り
ま
す
。
な
お
、

赤
字
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

大
半
が
投
資
的
な
事
業
を
止
め
た
部
分

が
多
く
三
年
後
に
は
当
然
、
投
資
的
経

費
投
入
の
問
題
も
出
て
き
ま
す
の
で
そ

の
時
に
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
新
た
な
税
金
な
ど
の
制
度

化
を
視
野
に
入
れ
て
再
度
見
直
し
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

▲

松
枝
公
民
館
で
の
説
明
会
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たったこれだけで100グラム！ 

ごはん茶碗一杯 

バナナの皮２枚 

牛乳パック（１リットル） 
容器５個 

雑誌90ページ分 

アルミ缶（500ml）５本 

新聞紙６枚 

milk きちんと 
リサイクルすれば 
ごみは減らせるね！ 

100グラムって 
どのくらい 

4.0

11

年度 

12

13

14

15

4.5 5.0 5.5　　億円 

4億4,400万円 

4億7,100万円 

5億1,100万円 

5億0,400万円 

5億3,400万円 

塵芥処理費（ごみ処理費用） 

皆さんは、ごみ収集・処理などに年間いくらの費用がかかっているかご存じですか？

　平成１５年度、笠松町内の家庭や事業所からは約１０,０００トンのごみが排出され、その収集・処理など
に５億３,４００万円もの費用がかかりました。これは１日あたりに換算すると、約２７トン、約１５０万円に
なります。
　また、ごみを焼却処分している岐阜羽島衛生施設組合へ町が支払う負担金の額は、皆さんがごみ
を出せば出すほど高くなります。
　これらの費用を少しでも減らすためには、「住民・地域・行政」それぞれが、考え協力する必要が
あります。

　１０,０００トンのごみのうち、家庭の燃えるごみは約４,２００トンあり、これは、１人が１日約５２０グラム
のごみを出していることになります。
　これを全町民が１００グラムずつ減量すれば、年間約８１０トン、約２割ものごみを減らすことができ
ます。

はじめよう！「１人１日１００グラム　ごみ減量運動」

「１００グラム」はそれほど大変な量ではありません。
皆さんも今日から「１人１日１００グラム　ごみ減量運動」を始めましょう。

今、私たちに 
できることって 
何だろう？ 
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本町通り出 演 団 体

１１：１０笠松清流太鼓

１１：３０笠松双葉幼稚園

１１：３５笠 松 保 育 園

１１：４０笠 松 幼 稚 園

１１：４５町 立 保 育 所

１１：５０婦 人 会

開催 

笠松 
陣屋市 

Ｐ 

桜まつり 

本まつりオープニング 

宵まつり 

笠松小学校 

14:40

12:30

13:30

八幡神社 

蓮国寺 

法伝寺 

大名行列お奴コース 
　　　〃　　通過予定時間 4月9日（土）  10時～17時 

4月9日（土）  17時～20時 
4月10日（土）10時～17時 

　　　〃　　演技場所 

至名鉄笠松駅 

笠松町役場 

笠松町 
西駐車場 

油重 
商店 出発 

笠松 
陣屋跡 

笠松競馬場 

名
鉄
西
笠
松
駅 

産
霊
神
社 

だ
る
ま
や 

薬
局 

十
六
銀
行 

Ｐ 

車両進入禁止 

N

　かさまつまちづくりイベント実行委員会主催
の「笠松春まつり」が３月２５日（金）から４月
１０日（日）までの１７日間にわたって行われてい
ます。
　期間中は「桜まつり」をはじめ「笠松陣屋市」
「宵まつり」「本まつりオープニング」「大名行列
お奴」など多彩な催しを用意しています。ご家
族そろって是非お出かけください。
　なお、９日（土）・１０日（日）の両日は、安全
確保のため、八幡神社と産霊神社の周辺や商店
街など、人出が予想される区域では、車両進入
禁止（全域駐車禁止）となりま
すので、ご協力お願いします。

桜まつり
【期日】４月１０日（日）まで

【場所】奈良津堤三角駐車場一帯

【内容】桜並木のライトアップ（２２時まで）

※ごみは各自持ち帰りましょう。ロープなど

での場所取りは禁止です。

本まつりオープニング
【日時】４月１０日（日）

　　     １１時～１２時１０分ころ

【場所】本町通り

【内容】笠松清流太鼓の演奏、園児の演技

　　     婦人会の踊り

宵まつり
【日時】４月９日（土）
　　     １７時～２０時３０分ころ
【場所】産霊神社周辺
【内容】町内みこし奉納、マジックショー、抽選会
　    　 屋台コーナーなど

笠松陣屋市
【日時】４月９日（土）１１時～１６時
【場所】本町通り一帯
【内容】即売会、フリーマーケット（９日）、
　　     屋台コーナーなど（９日、１０日）

大名行列お奴
【日時】４月１０日（日）

　　     １２時３０分～１５時２５分

【場所】本町通り～八幡神社～産霊神社～役場

産霊神社八幡神社町内会みこしなど

１５：１０～１５：４０１３：００～１３：３０新　町

１４：４０～１５：１０１３：３０～１４：１０大名行列お奴

１２：３０～１３：００１４：１０～１４：４０松栄町１・２・３

１３：００～１３：３０１４：４０～１５：１０上新町

１３：３０～１４：００１５：１０～１５：４０天王町

１６：３０～１６：５０１５：４０～１６：１０上柳川町

１４：００～１４：３０１６：１０～１６：４０宮川町

１２：００～１２：３０柳原町

◎松枝地域みこし実施町内

　田代東、田代西、長池北、北及第一、北及第二

　中門間、下門間、北門間、南栄町

本まつりオープニング開催時間（１０日） 催し奉納時間（１０日）
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町
で
は
、
誰
も
が
安
心
、
安
全
、

快
適
に
移
動
で
き
る
よ
う
、
交
通
バ

リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
第
四

回
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
策

定
委
員
会
の
協
議
内
容
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
第
四
回
委
員
会
】

　

三
月
一
日
（
火
）、
役
場
で
第
四
回

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
内
容
を

中
心
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
特
定
経
路
の
決
定

　

第
三
回
委
員
会
で
の
案
を
踏
ま
え

て
各
事
業
者
と
協
議
し
た
結
果
、
町

道
の
一
部
を
特
定
経
路
か
ら
準
特
定

経
路
に
変
更
し
、
図
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。

○
特
定
事
業
計
画
な
ど
の
決
定

　

重
点
整
備
地
区
、
特
定
経
路
を
中

心
と
し
て
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
が
実
施
さ
れ
る

の
か
、
各
事
業
者
と
の
協
議
結
果
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

駅
で
は
ホ
ー
ム
間
を
結
ぶ
歩
道
橋

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
た
り
、

周
辺
の
道
路
で
は
歩
道
の
整
備
や
見

や
す
い
信
号
機
に
取
り
替
え
た
り
な

ど
の
事
業
内
容
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
二
〇
一
〇
年

（
平
成
二
十
二
年
）ま
で
に
実
施
す
る

も
の
と
二
〇
一
〇
年
以
降
に
実
施
さ

れ
る
も
の
と
に
分
け
ら
れ
、
各
事
業

者
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
一
体
的

に
整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。

○
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想

（
案
）
に
つ
い
て

　

今
ま
で
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を

含
め
て
四
回
に
わ
た
っ
て
話
し
合
わ

れ
た
結
果
が
、
基
本
構
想
（
案
）
と

し
て
提
示
さ
れ
、
活
発
な
話
し
合
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

歩
道
の
色
や
視
覚
障
害
者
誘
導
用

ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
方
法
な
ど
の
事
業

の
詳
細
を
検
討
す
る
と
き
は
、
実
施

す
る
段
階
で
、
事
業
者
だ
け
で
な
く
、

関
係
機
関
や
、
実
際
に
利
用
す
る
町

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
進
め
て
い
き
、
そ
の
場
所
に
適

し
た
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
周
辺
の
通
学
路
に
つ
い
て

も
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
事
業
と
協

調
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と

を
構
想
の
中
に
盛
り
込
む
こ
と
な
ど

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
今
後
の
予
定

　

今
回
話
し
合
わ
れ
た
基
本
構
想
の

案
に
つ
い
て
は
、
修
正
し
次
回
の
第

五
回
委
員
会
で
更
に
検
討
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
実
施
さ
れ
る
特
定
事
業
の
内

容
や
、
基
本
構
想
の
具
体
的
な
内
容

は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中央公民館 

厚生会館 

木
曽
川
橋 

主
要
地
方
道
岐
阜
稲
沢
線 

N

西笠松駅 

笠松駅 

名
鉄
竹
鼻
本
線 

主
要
地
方
道
岐
阜
稲
沢
線 

県道東笠松停車場線 

県道下
中屋笠

松線 

県
道
下
印
食
笠
松
線 

県
道
下
印
食
笠
松
線 

木
曽
川
橋
梁 

名
鉄
名
古
屋
本
線 

県道鶉笠松線 

県
道
正
木
岐
阜
線 

県
道
正
木
岐
阜
線 

駅から 
1km

駅から 
500m

緑会館 福祉会館 

笠松町役場 

歴史民俗資料館 

重点整備地区 

特定経路 

準特定経路 

▲重点整備地区／特定経路

▲熱心に討議される委員の皆さん
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～会場までのアクセス案内から～ 

○鉄道・バスでご来場のかたへ
■鉄道マップ

　会場からおおむね３キロ圏内では、通行規制が行われます。また、会場各ゲート周辺道路は駐停車が禁止されま
す。
　会場周辺に設置のパーク＆ライド駐車場（有料）をご利用ください。

【問合先】
■愛・地球博コールセンター　�０５２－９５５－２００５
■愛・地球博公式ウェブサイト　http://www.expo２００５.or.jp
■県庁地域政策室　�２７２ー１１１１　内線（２３３１）
　http://www.pref.gifu.lg.jp/pref/s１１１０４/expo/

■マイカーでご来場のかたへ

県内の主要都市から、便利な会場直行バス「ＥＸＰＯ直行バス」が運行されます。

■ＥＸＰＯ直行バス

お問い合わせ・ご予約運行会社

�２６４－１５１５〈ながら会ツアーセンター〉岐阜乗合自動車

�０５８４－８１－３３２６〈乗合バス営業部〉名阪近鉄バス

�０５７２－２４－０７７０〈東鉄観光中央旅行センター〉東濃鉄道・北恵那交通

�０５７７－３２－１６８８〈濃飛バス予約センター〉濃飛バス
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笠松南処理分区 

　桜町・天王町 
　中新町の一部 

松枝処理分区 

　田代・北及の一部 

円城寺処理分区 

　円城寺の一部 

下羽栗処理分区 

　中野・江川の一部 

米野処理分区 

　米野の一部 

　下水道が利用できる日か

ら「排水設備」の改造工事

を１年以内に実施（完了）

されたかたには、一戸につ

き７万円のほか、決められ

た期間内に改造工事を完了

されたかたにも助成金を交

付する制度です。 

　なお、助成金は排水設備

完了検査合格後に交付しま

す。 

すでに利用できる地域 

４月１日から利用できる地域 

　平成１６年度の下水道工事が完了し、４ 月１ 日

から図に示す区域で新たに下水道が使用でき

るようになりました。

　この区域から排出される台所･便所･風呂・洗

面所などの生活排水は、今までのように近くの

側溝や水路などに流すことはできなくなり、下

水道に流さなければなりません。

　清潔で快適な生活が送れるよう一日も早く、

排水設備の改造工事を行いましょう。

　なお、排水設備の設置工事や改造工事は、必

ず町の指定した「排水設備工事業者」へ依頼し

てください。

電話番号所　　在　　地業　　者　　名
３８７-０８８６笠松町北及１７７９番地の２三 浦 水 道
３８７-４２２５笠松町月美町１１０番地松 原 設 備 工 事 店
３８８-３７７１笠松町美笠通３丁目１２番地の１西 垣 ポ ン プ 設 備 株 式 会 社
３８８-１４６２笠松町門間９９７番地株 式 会 社 サ ン セ キ
３８７-７６６０笠松町無動寺３６８番地の４名 岐 住 宅 株 式 会 社
３８７-３７６５笠松町円城寺１３４１番地有 限 会 社 清 水
３８７-８４３４笠松町田代９６８番地の１協 栄 設 備 工 業 株 式 会 社
３８７-８３２１笠松町門間１２４番地有 限 会 社 萩 野 設 備
３８７-１０８６笠松町門間３番地株式会社松波水道ポンプ工業所
３８７-７５６９笠松町門間３４３番地の１有 限 会 社 マ ル 岐 加 藤 工 業
３８７-８５０５笠松町北及２４３１番地の２平 井 工 業 株 式 会 社
３８７-２３７３笠松町田代８７７番地の２近 藤 設 備
２７４-３２２４岐南町みやまち４丁目１５３番地松 南 株 式 会 社
０５８３-８３-４３３６各務原市那加前洞新町４丁目８９番地丸 共 管 工 株 式 会 社
２３１-４３５２岐阜市則武中１丁目２番地の９野 々 村 ポ ン プ 工 業 株 式 会 社
０５７５-２２-７０６５関市本郷町６５番地の２兼 松 工 業
０５７５-２８-３２４３関市上白金１１５９番地の１有 限 会 社 丸 長 設 備 工 業
３２３-７５１１本巣市政田字溝口１３７８番地有 限 会 社 新 生 設 備
２７１-１９１８岐阜市須賀１丁目１０番１号丸 石 株 式 会 社
３８８-０５０４笠松町北及２４４４番地の１株 式 会 社 寺 尾 建 設
２３１-８００１岐阜市早田本町３丁目８０番地金 華 設 備 工 業 株 式 会 社
２４７-６８０７岐南町平島３丁目６４番地有 限 会 社 ハ ヤ カ ワ
３９１-３３１９羽島市足近町市場１２番地マ ル ヒ コ 株 式 会 社
０５８４-６９-３６０１安八郡輪之内町四郷２２５８有 限 会 社 小 塚 工 業
２７１-３９１２岐阜市薮田東１丁目６番５号松 村 工 業 株 式 会 社
３９２-４４７１羽島市足近町５丁目４４６番地大 金 建 設 株 式 会 社
２３１-４８０４岐阜市則武中２丁目３番２号株 式 会 社 高 橋 建 材
０５８３-８２-８４３３各務原市蘇原新栄町１丁目７９番地の３有限会社東海エアコン設備センター
０５７５-２２-０２０５関市本町４丁目７番地株 式 会 社 長 沼 水 道 工 業 所
２４５-３５２１岐阜市北一色５丁目１３番１４号株 式 会 社 岐 東 設 備
３９２-８９９８羽島市新生町１丁目１５番地イ ワ タ ニ 東 海 株 式 会 社

（指定番号順）

排水設備工事業者名（Ｈ１７.３.１現在）
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　予防接種の実施医療機関は、個別予防接種実施医療
機関一覧表のとおりです。予防接種は、毎月実施して
いますので、受けられるかたは、事前に医療機関に電
話で予約をしてからお出かけください。
　なお、羽島郡三町以外へ転出された場合は、受けら
れませんので、転出先の市町村でおたずねください。
（転出後に受けられた場合は、自己負担となります。）
【持参するもの】

・予防接種予診票
　（予防接種ガイド）
・母子健康手帳
【問合先】福祉健康課

　新しい保険証は３月下旬にお手元に届くよう配達記
録で郵送しました。お手元に届きました保険証は、必
ず記載内容を確認し、４月１日以降、医療機関で受診
される際には、新しい保険証を窓口に提示してくださ
い。なお、古い保険証はお使いにならないようハサミ
で切るなどしてご自身で処分してください。
　また、新しい保険証が届いたかたで、既に会社など
に就職し職場の健康保険証をお持ちのかたは、速やか
に職場の健康保険証・国民健康保険証・印鑑を持って、
住民課へ届け出てください。
※保険証が届かなかったり、不明な点があるときはお
問合せください。

　４月１日から、情報交流センター（北事務所１階：
東陽町）の開設時間が次のように変更になります。町
内に在住または、在勤のかたならどなたでもパソコン
や高速インターネットをご利用いただくことができま
すのでお気軽にお立ち寄りください。
【変更前】（平日）午前９時～午後９時３０分
　����������（土・日・祝）午前９時～午後９時３０分
【変更後】（平日）午前９時～午後５時
　����������（土・日・祝）午前１０時から午後９時３０分
　����������（年末年始は休館）

　農地の賃貸借の目安となる標準小作料が、次のよう
に改訂されました。（農地法により３年ごとに見直さ
れます。）

個別予防接種（３か月～７歳６か月
未満） 福祉健康課

４月１日から国民健康保険証が
新しくなります 住民課

情報交流センターの開設時間が
変更になります 企画課

笠松町標準小作料を改訂 環境経済課

標準小作料（平成１７年～平成１９年）（１０ａ当り）

備考標準小作料農地区分

４５０ｋｇ程度１９,０００円上限
田

４３０ｋｇ程度１５,０００円下限

普通畑１０,０００円畑

※農地法第２４条に規定する小作料の減額勧告は、標準
小作料の３０％を超えるものです。

個別予防接種実施医療機関一覧表

電　話住　所医 療 機 関 名

３８７ー２２５７笠松町上本町１３伊 藤 医 院

３８７ー０１８０　〃　門間１２７０岩 村 医 院

３８８ー７６６６　〃　門間８５３お お か わ 整 形 外 科

３８８ー８７００　〃　田代１０９８ー１片 山 ク リ ニ ッ ク

３８７ー４５０４　〃　美笠通３ー２０小 寺 医 院

３８７ー６０１０　〃　米野２４３こ め の 医 院

３８８ー３６００　〃　奈良町１１９杉 山 内 科 医 院

３８７ー６１６１　〃　門間５７８ー１羽 島 ク リ ニ ッ ク

３８８ー０１１１　〃　泉町１０まつなみ健康増進クリニック

２４７ー２６２６岐南町上印食７ー１２赤座医院上印食診療所

２４９ー１３６６　〃　野中２ー９４ー１お お し ろ 内 科

２４７ー６６３０　〃　八剣８ー４３河合内科クリニック

２７８ー１０３０　〃　下印食２ー４５北田内科クリニック

２４６ー３５５３　〃　三宅５ー１１８岐 南 外 科 病 院

２４７ー５１３１　〃　上印食３ー１７８沢 田 内 科

２４７ー３３２２　〃　野中３ー２２０サンライズクリニック

２４６ー７５５１　〃　八剣北４ー８７野尻女性クリニック

２４７ー８８２８　〃　三宅１ー２０４伏 見 医 院

２４６ー８８８２　〃　八剣１ー２４渡 辺 小 児 科

２７０ー０５００柳津町佐波８００ー７黒田内科クリニック

２７９ー５０１５　〃　高桑２１６６たけのうちクリニック

３８７ー６３６７　〃　蓮池２ー２４た じ り か 医 院

３８８ー３８３８　〃　宮東１ー１０１柳 津 病 院

〈お問い合わせは〉

役　　　場
　�３８８-１１１１

 
　  
�３８７-５８１６

北 事 務 所　�３８７-６２６６
福　　　祉　

�３８８-７１７１健康センター
中央公民館　�３８８-３２３１（町体育協会事務局）

松枝公民館　�３８７-０１５６

下羽栗会館　�３８７-２３６０

総 合 会 館　�３８７-８４３２

福 祉 会 館　�３８７-１１２１
町社会福祉　

�３８７-５３３２協　議　会
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　商工会では、町の補助を受けて中小企業者が事業資
金として借り入れされる場合、その利子の一定額を助
成しています。
【対象者】町内に事業所があり、町税を完納した小規模

事業者（従業員２０人以下の法人・個人）
【対象融資】町小口・町商工会が窓口となって斡旋した

県小口、国民金融公庫など
【助成対象となる資金の限度額】１事業所借入金額３００

万円以内
【助成割合】借入利率の２パーセントが限度（利率が２

パーセント未満の場合は、その利率分）
【助成対象期間】融資実行日から２年間の支払利子
【実施期間】４月１日～平成１８年３月３１日
【申請窓口】町商工会　�３８８・２５６６
【問合先】町商工会または環境経済課

　県では、県民の皆さんを対象として行ってきた保健
所などでの一般健康診断業務は、３月末日をもって廃
止されました。
　これは、健康診断が医療機関でも受診出来る体制が
整っていることから、最近の感染症問題など、皆さん
からの新たな要請に応えるためのものです。
　４月１日以降、次の健康診断（診断書発行）につい
ては、最寄りの医療機関などで受診してください。
〇就職時や受験・進学時に必要な健康診断
〇免許申請または更新時に必要な健康診断
〇職場健康診断での未受診者の健康診断　など
【問合先】岐阜地域保健所　�０５８３・８０・３００１

運動場・テニスコート（５月分）
【月　日】４月２５日（月）
【時　間】午後７時３０分～
【場　所】中央公民館

　「地域文化の創造母体としての木曽川」を多視点から
観察し、地域文化の再生と創造を目指す学習の場とな
るよう各専門分野の研究者による「木曽川学」セミナー
を開講します。
【講義日程】５月１４日（土）～９月２４日（土）までの全１０回
　（下表のとおり）午前１０時～正午
【場　所】各務原市立中央図書館（視聴覚ホール）
【定　員】２００人（定員になり次第締切）
【受講料】１�０００円（申込み時に窓口で支払）
【申込開始】４月１１日（月）（電話での申込は不可）
【主催者】木曽川学研究協議会（各務原市、犬山市、岐
南町、笠松町で構成）

【申込・問合先】各務原市役所文化創造部木曽川学研究
所内（木曽川学研究協議会事務局）　�０５８３・８３・１０４２

　各務原市の「内藤記念くすり博物館」薬草園で、薬
草園職員から植物の特徴や薬効などについての説明を
聞く、薬用植物観察会が開催されます。また、観察会
終了後、薬膳料理を楽しんでいただけます。
【月　日】５月２２日（日）
【時　間】午前１０時３０分～午後１時
【場　所】内藤記念くすり博物館（各務原市川島竹早町）
【定　員】５０人（定員になり次第締切）
【対　象】中学生以上
【参加費用】薬膳料理代１�０５０円（当日現地にて徴収）
【申込開始】４月２５日（月）
【申込先】各務原市役所文化創造部木曽川学研究所内
　（木曽川学研究協議会事務局）�０５８３・８３・１０４２

保健所などでの一般健康診断業務を
廃止します 福祉健康課

小規模事業者に利子助成制度
～利子補給期間の延長～ 環境経済課

薬用植物観察と薬膳料理試食会開催 企画課

木曽川学セミナー開講 企画課

講　師テーマ月　日回

各務原市長
森　　　真

悠久の大河と各務原市
－木曽川は都市のシンボル－

５/１４（土）１

犬山市長
石田　芳弘

木曽川をめぐるまちづくり
の未来像

５/２８（土）２

岐阜県立森林文化アカデミー
講師　柳沢　　直

河川の作り出す環境と植物６/１１（土）３

南山大学人文学部
教授　伊藤　秋男

木曽川・庄内川水系の古墳
文化に見る政治・文化圏

６/２５（土）４

岐阜大学名誉教授　岐阜市立女
子短期大学学長 　  松田　之利

元禄・享保期における
各務原の農村と旗本

７/９（土）５

愛知淑徳大学現代社会学部
教授　谷沢　　明

木曽川流域を
歩いて見つけた生活文化遺産

７/２３（土）６

名古屋経済大学短期大学部
助教授　日比野光敏

木曽川流域を食べる８/６（土）７

岐阜大学留学生センター
教授　森田　晃一

木曽川流域の芸能文化８/２７（土）８

岐阜大学教育学部
教授　早川　万年

木曽川流域の古代文化９/１０（土）９

岐阜大学教育学部
教授　小井土由光

濃尾平野の水害と木曽川９/２４（土）１０

　３月号の記事中８ページ「三世代囲碁・将棋大会」
の成績欄の氏名に誤りがありました。
　お詫びして訂正いたします。

（敬称略）　　　　　
　囲碁の部　Ａ級の部
　〔誤〕優勝　杉山良一
　〔正〕優勝　松山良一
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�

　法律にかかわる相談に弁護士が応じます。ご利用く
ださい。
【月　日】４月２０日（水）
【時　間】午後１時３０分～４時３０分
【相談員】佐藤千代松　弁護士
【費　用】無　料
【申込期限】４月１４日（木）
　町社会福祉協議会　�３８７・５３３２
※時間の関係上、相談は７人までとし、定員を超える
場合は、抽選となります。

【月　日】４月２４日（日）
【時　間】午前９時～
【場　所】町民体育館
【参加資格】町内に在住・在勤のかた
　　　　���（１町内２チームまで）
【試合方法】９人制
【参加料】１チーム１�０００円（大会当日、徴収）
【申込期限】４月１５日（金）
【申込先】町体育協会事務局　（中央公民館内）
◎組み合わせ抽選会
【月　日】４月１８日（月）
【時　間】午後１時３０分～
【場　所】中央公民館

【月　日】５月１５日（日）
【時　間】午前９時～
【場　所】緑地公園内テニスコート
【参加資格】町内に在住・在勤のかた
【種　目】ダブルス（事務局で調整しますので１人でも
出場可。ただし１人１種目）
①初心者男子の部
②初心者女子の部
③一般男子の部
④一般男子４５歳以上の部
⑤一般男子５５歳以上の部
⑥一般女子の部
⑦一般女子４０歳以上の部
⑧混合ダブルスの部
【参加料】１人１００円（大会当日、徴収）
【申込期限】５月６日（金）
【申込先】町体育協会事務局　（中央公民館内）

町民バレーボール大会 町体育協会

町民テニス大会 町体育協会

【対象企業】町内に事業所（従業員２０人以下の法人・個
人）があり、１年以上引き続き同一事業を営む企業

【資金の使途】事業の運転資金および軽易な設備資金
【融資限度額】１�２５０万円
【融資利率】年利１�６％（２月２８日現在）
【信用保証】岐阜県信用保証協会の保証承諾要（信用保

証料別途要）
【返済期間】９６カ月以内
【担保・保証人】原則として不要
※次に該当するかたは、連帯保証人が必要です。
・町民税の課税があり、納期限内に納税されていないかた
・他に信用保証協会保証の融資があり、本融資を含め
て１�２５０万円を超えるかた

【申込・問合先】環境経済課

【対象者】１年以上町内に在住し、同一事業所に１年以
上勤務している２０歳以上のかた

【資金の使途】医療・冠婚葬祭・教育・出産費など
【融資限度額】１世帯１００万円以内
【融資利息】年利２�４３％（２月２８日現在）
【返済期間】４８カ月以内
【担　保】不要
【申込・問合先】東海労働金庫県庁前支店岐阜ローンセ

ンター（岐阜市藪田南１丁目１０－１）
　　　　　　　フリーダイヤル　０１２０・５５５・７５７

【月　日】４月２４日（日）
【時　間】午前９時３０分～
【場　所】笠松港公園
【参加資格】町内に在住・在勤のかた
【試合方法】個人戦
【参加料】１人１００円（大会当日、徴収）
【申込期限】４月１５日（金）
【申込先】町体育協会事務局　（中央公民館内）

中小企業者の小口融資限度額を増額
 環境経済課

勤労者の生活資金融資限度額増
額と返済期間の延長 環境経済課

町民グラウンド・ゴルフ大会
 町体育協会

弁護士による法律相談 町社会福祉協議会

〈お問い合わせは〉

役　　　場
　�３８８-１１１１

 
　  
�３８７-５８１６

北 事 務 所　�３８７-６２６６
福　　　祉　

�３８８-７１７１健康センター
中央公民館　�３８８-３２３１（町体育協会事務局）

松枝公民館　�３８７-０１５６

下羽栗会館　�３８７-２３６０

総 合 会 館　�３８７-８４３２

福 祉 会 館　�３８７-１１２１
町社会福祉　

�３８７-５３３２協　議　会
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　だれもが安心してＩＴ社会の便益を享受するための
制度的基盤として、個人情報保護法が４月１日から全
面施行されます。
●　個人情報取扱事業者は、個人情報の利用目的を明
らかにし、その範囲内で取り扱わなければなりませ
ん。また、本人の同意を得ずに個人データを第三者
に提供することは原則禁止されるほか、安全管理措
置、従業者や委託先の監督など個人情報の適正な取
り扱いに関するルールが適用されます。

●　自分の個人情報については、事業者に開示などを
求めることが出来ます。また、個人情報に関するト
ラブルや疑問は、その事業者に申し出るほか、認定
個人情報保護団体や地方公共団体、国民生活セン
ターの苦情相談窓口などでご相談いただけます。

※詳しくは、内閣府国民生活局ホームページアドレス
������������	
�����������
����������������	
�

【活動内容】
・第１９回長良川薪能会場設営・撤収（８月４日・５日）
・月１回の会議と各地での広報活動など
【活動期間】５月１４日（土）～８月５日（金）
【対象者】岐阜市および岐阜市近郊にお住まいで、積極
的に参加していただけるかた

【募集人数】４０人
【申込期限】４月３０日（土）
【申込方法】往復はがき・Ｅメールまたは（社）岐阜青年
会議所ホームページの「応募フォーム」から申込み

【申込・問合先】〒５００－８８３３　岐阜市神田町２－２　
商工会議所ビル内�岐阜青年会議所　長良川薪能サポー
ター係　�２６４・８０９１　Ｅメール　������＠����������
　ホームページアドレス　������������	
��������

　県では、将来を担う国際感覚豊かな青年を育成する
ため、様々な国際交流事業を実施します。
　平成１７年度に実施する青年海外派遣事業（「フランス
派遣」「アメリカ派遣」「ブラジル派遣」）の参加青年を
募集します。
【募集期間】４月１日（金）～５月６日（金）
【問合先】県庁青少年室青少年育成グループ
　�２７２・１１１１　内線２４２２

【受付締切】４月１５日（金）
【受験資格】

�昭和５３年４月２日～昭和５９年４月１日生まれのかた
�昭和５９年４月２日以降生まれのかたで次のかた
・大学を卒業したかたおよび平成１８年３月までに卒業
する見込みのかた
・人事院が大学卒業と同等の資格があると認めたかた
【試験日】

　第一次試験…６月１２日（日）
　第二次試験…７月２５日（月）～７月２８日（木）の内、
第一次試験合格通知書で指定する日

【問合先】名古屋国税局人事第二課試験係
　　　　　　　　　　　�０５２・９５１・３５１１　内線３４５０
　岐阜南税務署総務課　�２７１・７１１１
　

　浄化槽は、微生物の働きを利用するデリケートな施
設です。その機能を十分に発揮させるためには、適切
な維持管理が必要となります。これを怠ると浄化槽か
らの放流水が河川を汚す原因となります。そのため、
法律（浄化槽法）により使用者のかたは、浄化槽の保
守点検・清掃・法定検査受検の３つが義務付けられて
います。適正な管理に努めましょう。
浄化槽らくらく一括契約

　浄化槽の維持管理を一括して行う「浄化槽らくらく
一括契約」というシステムがあり、個々の契約手続きが
同時に出来、料金も割安になるなどのメリットもあり
ます。
【問合先】保守点検・清掃許可業者または「らくらく協
議会」（県環境会館内）　�２７６・０３０６

　保健所で実施してきました飲料水の水質検査につい
ては、行政改革の一環として、３月末日をもって業務
が廃止されました。
　４月以降の飲料水の水質検査は、民間の検査機関ま
たは伊奈波・羽島食品衛生協会（保健所内）の水質検
査受付をご利用ください。
【問合先】岐阜地域保健所　�０５８３・８０・３００１

４月１日から個人情報保護法が
全面施行 内閣府国民生活局

飲料水水質検査業務の廃止
 岐阜地域保健所

国税専門官採用試験 岐阜南税務署

第１９回「長良川薪能」サポー
ター募集 （社）岐阜青年会議所

岐阜県青年海外派遣事業参加募集
 県地域県民部青少年室

浄化槽の適正な維持管理に
つとめましょう らくらく協議会
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このコーナーでは、日ごろ町

民の皆さんから役場へ寄せら

れる質問・意見などを回答と

ともに紹介します。

○運動の重点

子どもと高齢者の交通事故を防止する
・車を運転するかたは、子どもや高齢者を見かけたら徐行するなど「思
いやりのある運転」を心掛けましょう。
・横断は「止まる・見る・待つ・確かめる」を習慣付けましょう。
・夜間の外出には、明るい服装で反射材を身に付けましょう。
二輪車の安全利用を推進する
・自転車は車両であることを十分認識し、歩行者の保護に努めるととも
に、正しい駐車を徹底しましょう。
・夕方から夜間には、必ずライトを点灯しましょう。
シートベルトとチャイルドシートの正しい着用を徹底する
・運転者・同乗者は、いつでもどこでも、必ずシートベルトを着用しましょう。
・６歳未満のお子さんを同乗させるときは、体格に合ったチャイルドシートを正しく使用しましょう。

http://www.kasamatsu-keiba.com/
◆新緑賞（ＳＰⅡ）シリーズ
３日（日）　中京スポーツ杯　第３１回　新緑賞（ＳＰⅡ）
５日（火）
６日（水）　名古屋タイムズ杯　第２８回スプリング争覇（ＳＰⅢ）
７日（木）　日刊スポーツ杯　八重桜特別
８日（金）　スポーツニッポン杯　吉野桜特別
◆オグリキャップ記念（ＳＰⅠ）シリーズ
２４日（日）
２７日（水）　つつじ特別（指定交流←ＪＲＡ騎手参戦）
　　　　　  牡丹賞（指定交流←ＪＲＡ騎手参戦）
２８日（木）
２９日（金）　農林水産大臣賞典第１４回オグリキャプ記念（ＳＰⅠ）
３０日（土）

ホームページにてレース映像配信実施中
ＮＴＴドコモ「ＦＯＭＡ」ライブ中継配信中

振り込め詐欺に騙されないで！
 羽島警察署

　全国各地で多発している“振り込め詐欺”に騙され
ないためには、その手口を知ることが大切です。
　「おれおれ詐欺」、「架空請求詐欺」、「融資保証金詐
欺」などさまざまな手口を使いますが、いずれにも共
通していることは、人の心に付け込み動揺を与えると
いう人の心理を利用していることです。
　おれおれ詐欺では、警察官になりすまして「おたく
のご主人が事故に遭った。示談金として…」や「彼女
を妊娠させてしまった。」など。「架空請求詐欺」では、
「以前利用したアダルトサイトの料金が未納で…」など
です。
　身に覚えのない料金は支払う必要はなく、警察が示
談にかかわることは一切ありません。
　簡単に信用せず一度電話を切り、事実を確認しま
しょう。

春の全国交通安全運動　４月６日（水）～１５日（金）
地域ぐるみで守ろう　こどもとお年寄り

　

平
日
仕
事
で
役
場
へ
行
け
な

い
の
で
す
が
、
印
鑑
登
録
は
代

理
人
で
も
出
来
ま
す
か
。

　

　

印
鑑
登
録
は
、
代
理
人
の
か

た
で
も
出
来
ま
す
。
た
だ
し
、

次
の
順
序
で
行
い
、
１
週
間
く
ら
い
か

か
り
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

１
・  
代
理
人
の
か
た
が
、
代
理
人
選
任

届
を
取
り
に
住
民
課
窓
口
へ
来
庁
。

２
・  
代
理
人
の
か
た
が
、
①
登
録
者
本

人
の
登
録
印　

②
代
理
人
選
任
届
を
持

参
す
る
。

３
・  
後
日
ご
本
人
あ
て
に
「
照
会
書
・

回
答
書
」
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
代
理
人
の
か
た

が
、
①
照
会
書
・
回
答
書　

②
登
録
者

本
人
の
登
録
印
・
身
分
証
明
書　

③
代

理
人
の
か
た
の
認
印
・
身
分
証
明
書
を

持
参
す
る
と
印
鑑
登
録
が
で
き
ま
す
。

【
問
合
先　

住
民
課
】

〈お問い合わせは〉

役　　　場
　�３８８-１１１１

 
　  
�３８７-５８１６

北 事 務 所　�３８７-６２６６
福　　　祉　

�３８８-７１７１健康センター
中央公民館　�３８８-３２３１（町体育協会事務局）

松枝公民館　�３８７-０１５６

下羽栗会館　�３８７-２３６０

総 合 会 館　�３８７-８４３２

福 祉 会 館　�３８７-１１２１
町社会福祉　

�３８７-５３３２協　議　会
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4月の相談・ごみ・保健

場　　所受付時間日（曜日）内　　容

福祉健康センター

１３：００～１４：３０
６日（水）

歯みがき教室
２２日（金）

１３：２０～１４：１０１９日（火）乳児健康診査
BCG予防接種

１３：１０～１３：５０２８日（木）１歳６か月児健康診査
フッ化物塗布

１３：１０～１３：５０２１日（木）３歳児健康診査
フッ化物塗布

１３：２０～１４：００１２日（火）お 誕 生 教 室

９：２０～９：３０２１日（木）にこにこ教室

１３：００～１３：１０２２日（金）プレパマクラブ

福祉健康センター１３：００～１４：３０６日（水）

育児・　　　　
マタニティ相談

第 一 保 育 所１０：００～１１：３０１３日（水）

下 羽 栗 会 館１３：３０～１４：３０１５日（金）

福祉健康センター１３：００～１４：３０２２日（金）

福祉健康センター１３：３０～１４：３０
１４日（木）

ポリオ予防接種
１８日（月）

福祉健康センター
１０：００～１１：３０

５日（火）

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

福 祉 会 館７日（木）

福祉健康センター
１３：３０～１５：３０

１３日（水）

総 合 会 館
２０日（水）

１０：００～１１：３０２７日（水）

福祉健康センター１３：００～１４：３０６日（水）

健　康　相　談
福 祉 会 館

１３：３０～１４：３０

１１日（月）

下 羽 栗 会 館１５日（金）

福 祉 会 館２５日（月）

ト ミ ダ ヤ９：００～１１：００

４日（月）献　　　　　血 ジーエフシー（株）１２：００～１４：３０

岐 セ ン（株）１５：３０～１６：３０

保　健（健診・相談・教室など）
場　　所受付時間日（曜日）内　　容

福祉会館での相談は４月より担当
地域民生委員の在宅相談となりま
した。

心配ごと相談

福 祉 会 館１３：００～１５：００
６日（水）

悩みごと相談
２０日（水）

在宅相談　行政相談委員
　岩田　修　宮川町５７　� ３８７・３７１８行　政　相　談

在宅相談　人権擁護委員
　齋藤好子　中川町２０　� ３８７・０８１２
　保母勝壽　弥生町３０　� ３８７・２７８２
　後藤　稔　北及１１８３　� ３８８・１４９５
　杉原貴子　中野２５６     � ３８８・１４９６

人　権　相　談

在宅相談　身体障害者相談員
　南谷隆行　上本町２６　� ３８７・２２４７
　早水春生　西宮町１３１  � ３８８・００２９
　河尻和男　北及１９０２　� ３８７・５７８８
　堀場靖隆　円城寺９２９  � ３８８・３７９１

身体障害者相談

相　談

▲

今月のテーマ
　家族みんなで、
　　　　進学・進級・就職などについて
　　　　　　　　　　　語り合いましょう。

4月 17日　家庭の日
今月の納税・納付

固定資産税税　　　　１　期　分
軽 自 動 車 税　　　　全　期　分
国民健康保険税　　　　１　期　分
介 護 保 険 料　　　　１　期　分

納期限　５月２日（月）まで

ごごみみ川川柳柳
その手間が　自然を守る　第一歩

　岐阜県第６回「ごみ対策」川柳コンテスト佳作作品

収　　集　　日収　集　内　容

■笠松地域
　毎週月・木曜日
■松枝・下羽栗地域
　毎週火・金曜日

家庭用燃えるごみ

１３日（水）、２７日（水）
古紙類等

紙製容器包装

各収集地区　毎週１回
※祝日は、収集しません。

プラスチック製容器包装

資源とごみのカレンダーで
確認してください。

金物・ガレキ類

カン・ビン・ペットボトル

ご　み
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　食べたり呼吸する機能が弱いために、
チューブで栄養を摂ったり、器械で吸
引する必要のある子どもたちがいます。
　こうした「医療ケア」を必要とする子
どもたちとその家族を描いた感動のノ
ンフィクションです。

児童

今月の図書室のお休みは、１０日（日）です。
中央公民館・松枝公民館・総合会館の図書室には、毎週新しい本が入ってきます。新着本は、ホームページの蔵書検索からご覧いただけます。

　

ピ
ア
ノ
の
音
が
ポ
ロ
ン
と
響
き
ま

す
。
ア
ア
ア
…
お
腹
か
ら
声
を
出
し

て
と
先
生
の
声
。
発
声
練
習
か
ら

コ
ー
ラ
ス
が
始
ま
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ソ
ン
グ
、
懐
か
し
の
文
部

省
唱
歌
・
ポ
ッ
プ
ス
・
や
さ
し
い
歌

曲
・
時
に
は
全
員
の
作
詞
、
講
師
の

先
生
の
作
曲
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン

グ
・
短
歌
・
俳
句
も
コ
ー
ラ
ス
に
な

り
ま
す
。

　

一
人
で
歌
え
な
く
て
も
み
ん
な
一

緒
な
ら
歌
え
ま
す
。
混
声
３
部
で
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

是
非
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
活
動
日
】
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

     　
　
   
午
後
７
時　

分
〜

３０

【
場　

所
】
中
央
公
民
館

【
連
絡
先
】
西
宮
町　

奥
田
明
志　

宅

　
　
　
     
�
３
８
７
・
２
７
５
９

マーボー豆腐

　みんなで歌う楽しみが… 　　かさまつエコー

み～んなそろって
学校へ行きたい！

　荒川は都会を流れる人工の川で、船
も盛んに行き交っています。それにも
かかわらず、荒川には都会とは思えな
いほどの豊かな自然があるのはなぜで
しょう？四季折々の荒川下流の自然を
紹介します。

川から地球が
見えてくる

　月９万７千円で暮らし、年間１９６万貯
金。その秘密は徹底的なコストカット
術と、計画的かつ確実に年間１００万円相
当の賞品・賞金を当てる懸賞術。節約・
懸賞・モニターのカリスマ主婦の「幸せ
に生きるため」のマネー哲学。

一般

著
者　

鎌
田
な
お
子

発
行　

幻
冬
舎

幸せ生活のための
マネー哲学

絵本

著
者　

野
村
圭
佑

発
行　
荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ド
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

著
者　

井
上
夕
香

発
行　

晶
文
社

（
作
り
方
）

①
豆
腐
は
２
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
角

に
切
り
、
ボ
ウ
ル
に
入
れ
て
熱

湯
を
注
い
で
温
め
、
ざ
る
に
上

げ
て
水
け
を
切
る
。

②
中
華
鍋
を
熱
し
て
油
を
入
れ
、

牛
ミ
ン
チ
を
加
え
て
強
火
で
よ

く
炒
め
、
ね
ぎ
・
生
姜
・
ニ
ン

ニ
ク
・
豆
板
醤
を
加
え
て
香
り

が
立
つ
ま
で
炒
め
る
。

③
次
に
甜
麺
醤
・
醤
油
・
砂
糖
・

酒
を
加
え
て
つ
や
が
出
る
ま
で

炒
め
ス
ー
プ
を
加
え
る
。

④
煮
立
っ
た
ら
、
豆
腐
を
加
え
、

再
び
煮
立
っ
た
ら
片
栗
粉
を
倍

量
の
水
で
溶
い
て
加
え
、
と
ろ

み
を
付
け
、
仕
上
げ
に
粉
ざ
ん

し
ょ
う
を
ふ
る
。

豆
板
醤
（
ト
ウ
バ
ン
ジ
ャ
ン
）

　

そ
ら
豆
に
小
麦
粉
、
塩
、
こ
う
じ

を
加
え
て
発
酵
さ
せ
た
中
国
の
唐

辛
子
味
噌
。
マ
ー
ボ
ー
豆
腐
や
え

び
の
チ
リ
ソ
ー
ス
煮
な
ど
に
は
欠

か
せ
な
い
調
味
料
で
す
。
炒
め
物

に
使
う
時
は
熱
し
た
油
に
入
れ
て
、

つ
や
が
出
る
ま
で
火
を
通
し
て
か

ら
材
料
を
加
え
る
と
、
豆
板
醤
の

臭
み
が
消
え
、
香
り
が
立
ち
ま
す
。

甜
麺
醤
（
テ
イ
メ
ン
ジ
ャ
ン
）

　

小
麦
粉
に
こ
う
じ
を
加
え
て
作

る
甘
味
の
あ
る
中
国
の
味
噌
で
肉

味
噌
そ
ば
や
北
京
ダ
ッ
ク
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
味
噌
。
肉
の
炒
め

物
や
野
菜
炒
め
に
も
少
量
加
え
る

と
グ
ッ
と
お
い
し
く
な
り
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
の
調
味
料
コ
ー
ナ
ー
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。

☆
ご
は
ん
の
上
に
乗
せ
て
マ
ー

ボ
ー
丼
に
す
る
と
、
ご
は
ん
が
す

す
み
ま
す
。
給
食
の
人
気
メ

ニ
ュ
ー
の
ひ
と
つ
で
す
。

材料（２人分）

・豆腐（絹）  …１丁（２００ｇ）
・牛ミンチ  ……………１００ｇ
・ねぎ（みじん切り）  ……大さじ１
・生姜（みじん切り）  …小さじ１
・ニンニク（みじん切り）  …小さじ１
・豆板醤  ……小さじ１  １／３
・甜麺醤  ……………小さじ１
・醤油  ………大さじ１  １／２
・砂糖  ……………小さじ１／２
・酒  …………………大さじ２
・スープ（スープの素少々＋水）  …カップ１／４
・粉ざんしょう  ……小さじ１／３
・油  …………………大さじ２
・片栗粉  ……………大さじ１
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「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」「
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
鉢
に
お
水
を

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。」

　

笠
松
小
学
校
の
朝
は
、
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
声
が
響
き
合
い
ま
す
。

二
月
は
、
児
童
会
の
「
ほ
ほ
え
み
委

員
会
」
が
中
心
に
な
り
、
全
学
級
が

順
番
に
正
門
に
立
ち
、
登
校
し
て
く

る
子
に
挨
拶
を
し
て
い
ま
し
た
。
正

門
に
立
つ
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、

当
番
で
も
委
員
会
で
も
な
い
四
年
生

の
子
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

四
年
生
の
子
に
、「
毎
日
、
よ
く
頑

張
っ
て
い
る
ね
。」と
声
を
か
け
る
と
、

「
こ
の
前
、
四
年
生
で
毎
日
出
来
る

こ
と
を
学
級
で
話
し
合
っ
た
の
。
ド

リ
ル
を
が
ん
ば
る
子
た
ち
も
い
た
け

ど
、
私
は
、
挨
拶
を
が
ん
ば
る
こ
と

に
し
た
の
。
正
門
に
立
っ
て
ほ
ほ
え

み
委
員
の
人
と
一
緒
に
挨
拶
を
し
て

い
た
ら
、
一
緒
に
や
り
た
い
と
い
う

友
達
が
増
え
て
、
今
、
朝
の
挨
拶
が

楽
し
い
の
。」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
元
気
の
よ
い
挨
拶
が

返
っ
て
く
る
と
う
れ
し
い
け
れ
ど
、

挨
拶
が
返
っ
て
こ
な
い
と
き
に
は
、

学
校
が
楽
し
く
な
い
の
か
な
と
心
配

に
な
る
の
。
私
は
、
楽
し
い
学
校
に

し
た
い
か
ら
挨
拶
を
続
け
て
い
る

の
。」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
彼
女
の
話
か
ら
、
自
分
自

身
で
目
当
て
を
決
め
、
行
動
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
笠
松
小
学
校
の
三

つ
の
自
慢
（
挨
拶
・
掃
除
・
生
き
物

の
世
話
）
は
、
自
分
自
身
で
目
当
て

を
持
っ
て
行
動
し
て
い
る
こ
の
よ
う

な
子
ど
も
た
ち
に
支
え
ら
れ
、
伝
統

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
学
校
内
で
は
挨
拶

が
し
っ
か
り
で
き
ま
す
が
、
更
に
地

域
の
中
で
よ
り
気
持
ち
の
良
い
挨
拶

が
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

笠
松
小
学
校

生
徒
指
導
主
事　

岩
田
伸
裕

教育電話相談 ～悩んだら気軽に電話してください～　羽島郡三町教育委員会　　�２４５・１１３３

楽
し
い
学
校
は
挨
拶
か
ら

　

四
月
で
す
。
新
学
期
が
始
ま

り
、
子
供
た
ち
は
一
つ
ず
つ
進

級
し
ま
し
た
。
ま
た
多
く
の
中

学
校
三
年
生
が
卒
業
し
、
新
し

い
進
路
先
で
の
生
活
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
今
、
新
し
い
気
持
ち
で
目
を

輝
か
せ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
た
し
た
ち
大
人
は
、

子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
に

育
っ
て
欲
し
い
と
思
う
の
で

し
ょ
う
か
。

　

先
日
、
あ
る
講
演
会
で
、
ど

ん
な
力
を
持
っ
て
い
る
人
を
企

業
は
求
め
て
い
る
か
と
い
う
話

が
あ
り
ま
し
た
。

【
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
・
基
本
の
力
】

１
課
題
を
見
つ
け
論
理
的
に
考

え
る
力

２
行
動
力
、
実
行
力

３
語
学
力

４
新
し
い
知
識
や
経
験
を
身
に

付
け
よ
う
と
す
る
力

　

学
歴
な
ど
の
肩
書
き
で
は
な

く
、
本
人
の
力
を
重
視
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
ど
う
し
た
ら

こ
の
よ
う
な
力
が
付
く
の
で

し
ょ
う
。
羽
島
郡
の
小
中
学
校

で
は
「
進
路
指
導
」
と
い
う
項

目
を
設
け
、
中
学
校
は
も
ち
ろ

ん
、
小
学
校
で
も
そ
の
元
と
な

る
力
を
育
て
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

　

で
は
、
家
庭
で
は
ど
う
で

し
ょ
う
。
前
の
１
〜
４
の
ほ
か

に
「
他
人
を
思
い
や
り
協
力
し

て
も
の
ご
と
に
取
り
組
む
力
」、

「
根
気
よ
く
粘
り
強
く
取
り
組

む
力
」
な
ど
も
、
こ
れ
か
ら
の

人
間
に
必
要
な
力
で
す
。
こ
の

よ
う
な
力
は
、
家
庭
で
の
親
さ

ん
の
働
き
か
け
方
が
大
き
く
影

響
し
ま
す
。
一
度
、
ご
家
庭
で

子
供
の
持
つ
力
、
親
が
伸
ば
し

た
い
力
と
い
う
点
か
ら
改
め
て

お
子
さ
ん
を
見
つ
め
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
。

　

き
っ
と
子
供
は
、
既
に
、
良

さ
を
一
杯
も
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
良
さ
は
ど
ん
ど
ん
認
め
、
本

人
の
自
信
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
伸
ば
し
た
い
力
に
つ

い
て
は
、
新
学
期
と
い
う
子
ど

も
の
や
る
気
が
あ
る
時
期
を
と

ら
え
て
、
良
く
お
子
さ
ん
と
話

し
合
わ
れ
、
お
子
さ
ん
自
身
が

目
標
と
し
て
持
つ
よ
う
に
す
る

と
良
い
と
思
い
ま
す
。

教育委員会
だより

「
進
級
進
学
の
四
月
に
こ
そ
」

〜
や
る
気
を
伸
ば
す
チ
ャ
ン
ス
〜
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羽島郡広域連合
�388・1195

電
気
器
具
の
安
全
な

取
扱
い
を　
!!

国民年金保険料の　　
　　　　納付について

［問合先］
　岐阜南社会保険事務所
　�273・6161

●納付書で保険料を納めているかた

　納付書で保険料を納めているかたは、国（社会保険庁）から４月上旬に平
成１７年度（１年分）の納付書が送付されます。この納付書には、納付案内書、
口座振替申出書、前納納付書（１年分用／６ヶ月上期分用・下期分用）、各月
分納付書（平成１７年４月～平成１８年３月分）が添付されています。
●口座振替を利用して納めているかた

　口座振替を利用して納めているかたは、「毎月納付（翌月振替）」、「６ヶ月前納」、「１年前納」のいずれかの振替
方法で納めていただいています。平成１７年度分以降についても、申し出されている振替方法で継続して振替を行
うこととなります。
●学生納付特例が承認されているかた

　平成１６年度に学生納付特例が承認されているかたについては、平成１７年３月分までは学生納付特例期間となり
ますので、４月上旬に平成１７年４月分から平成１８年３月分までの納付書が送付されます。なお、引き続き学生で平
成１７年４月分以降も学生納付特例の適用を受けようとする場合は届出が必要になります。

特別障害給付金制度が始まります
　４月から、国民年金制度の発展過程において生じた特別な事情により、障害基礎年金の請求ができなかった障害
者のかたを対象とした福祉的措置として創設されます。
○対象者

　①平成３年３月以前の国民年金任意加入であった学生。
　②昭和６１年３月以前の国民年金任意加入であった被用者（厚生年金、共済組合などの加入者）の配偶者。
　上記①または②に該当するかたであって、国民年金に任意加入していなかった時期内に初診日があり、現在、障
害基礎年金の１、２級相当の障害に該当するかた。
○支給額

　１級：月額５万円　　２級：月額４万円
【問合先】岐阜社会保険事務局　�２５５・１２１２

　

電
気
器
具
は
取
扱
い
が
容
易
で
、

便
利
な
こ
と
か
ら
家
庭
内
に
広
く

普
及
し
て
い
ま
す
が
、
取
扱
い
を

誤
る
と
火
災
の
原
因
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
電
気
器
具
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
電
気
器
具
の
正
し
い
使
用

　

電
気
器
具
を
使
用
す
る
時
に
は
、

そ
の
器
具
の
取
り
扱
い
説
明
書
を

良
く
読
み
、
機
能
を
十
分
に
理
解

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
器
具
か

ら
異
音
や
異
臭
が
す
る
な
ど
の
器

具
の
変
化
に
気
付
い
た
場
合
に
は
、

早
急
に
購
入
店
に
点
検
・
整
備
を

頼
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
器
具
ス

イ
ッ
チ
を
切
る
だ
け
で
な
く
、
使

用
し
な
い
と
き
は
差
込
プ
ラ
グ
を

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
こ
と
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

②
電
気
配
線
な
ど
か
ら
の
出
火

防
止

　

最
近
は
家
庭
で
数
多
く
の
電
気

器
具
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
り
、

た
こ
足
配
線
に
頼
り
が
ち
で
す
。

許
容
量
を
超
え
て
使
用
す
る
と
、

コ
ン
セ
ン
ト
が
加
熱
し
、
火
災
に

な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
許
容
量

に
あ
っ
た
器
具
の
配
線
を
行
い
、

た
こ
足
配
線
は
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
長
い
間
コ
ン
セ
ン
ト
に

プ
ラ
グ
を
差
し
込
ん
だ
ま
ま
に
し

て
お
く
こ
と
に
よ
り
、
プ
ラ
グ
に

ほ
こ
り
や
湿
気
な
ど
が
付
着
し
、

火
災
（
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
）
に

な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
使
用
し

な
い
時
に
は
、
プ
ラ
グ
を
抜
く
か
、

付
着
し
た
ほ
こ
り
を
こ
ま
め
に
清

掃
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
コ
ー
ド

が
家
具
な
ど
の
下
敷
き
に
な
っ
て

い
た
り
、
傷
付
い
た
コ
ー
ド
を
使

用
す
る
と
、
そ
の
部
分
が
過
熱
し

て
出
火
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
内
を
も
う
一
度
点
検
し
、

電
気
器
具
か
ら
の
出
火
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

ほこりをためない

重い物をのせない

たこ足配線しない
たばねない
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秤
は
物
の
重
量
を
量
る
器
具
で
、

目
方
の
単
位
に
な
る 
錘 
・

お
も
り 
分  
銅 
と
比

ふ
ん 
ど
う

較
し
て
物
の
目
方
が
分
か
り
ま
す
。

 
梃  
子 
の
原
理
を
用
い
る 
棹  
秤 
（
棒

て 

こ 

さ
お 
ば
か
り

秤
）
と
天
秤
に
よ
る
平
衡
を
用
い
る

 
天  
秤  
秤 
と
が
あ
り
ま
す
。

て
ん 
び
ん 
ば
か
り

　
 
棹  
秤 
は
竿
の
一
端
に
皿
ま
た
は

さ
お 
ば
か
り

 
鉤 
が
あ
っ
て
、
そ
の
近
く
に
取
っ
手

か
ぎが

あ
り
、
そ
れ
を
支
点
と
し
て
、
量

る
物
体
を
皿
に
載
せ
た
り
、 
鉤 
に
か

か
ぎ

け
竿
の
反
対
端
に
か
け
た 
分  
銅 
を

ふ
ん 
ど
う

竿
が
水
平
に
な
る
ま
で
移
動
さ
せ
、

  
秤  
は
か
り

�388-0161　�388-0185〒501-6052　笠松町下本町87笠松町歴史民俗資料館

電気式家庭用生ごみ処理機をご存知ですか？
　生ごみを約１０分の１に減量するとともに、有機肥料とし

ても使用することができます。

・乾燥式･･･ 温風によって生ごみの水分を蒸発させる

・バイオ式･･･ 微生物で生ごみを分解する

●電気式家庭用生ごみ処理機の購入助成制度
　購入金額の３分の２

　（２０,０００円を限度額として補助しています）

※詳しくは、環境経済課へおたずねください。

藤 
分  
銅 
と
い
い
ま
し
た
。

ふ
ん 
ど
う

 
棹  
秤 
は

さ
お 
ば
か
り

 
錘 
と
の
相
対
的
な
重
量
を
比
べ
る

お
も
り

だ
け
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
必
ず
し

も 
錘 
の
目
方
が
正
確
で
あ
る
必
要

お
も
り

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

石
こ
ろ
な
ど
で
も
よ
く
、
比
較
の

基
準
に
さ
え
な
れ
ば
よ
か
っ
た
た

め
、
民
間
で
は
適
当
な
も
の
を 
錘 
に

お
も
り

用
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
や
が
て
金
属
バ
ネ
を

使
用
し
た
も
の
が
登
場
し
て
皿
秤
・

 
台  
秤 
な
ど
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

だ
い 
ば
か
り

な
り
ま
し
た
。

　

資
料
館
で
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に

か
け
て
商
家
で
使
わ
れ
て
い
た 
棹 さお

 
秤 
と
ば
か
り 
天  
秤  
秤 
を
『
川
湊
を
中
心
と
し

て
ん 
び
ん 
ば
か
り

た
商
工
業
の
歴
史
』
の
中
で
展
示
紹

介
し
て
い
ま
す
。

そ
の
位
置
の
目
盛
を
読
ん
で
重
量

を
量
り
ま
す
。

　
 
天  
秤  
秤 
は
中
央
を
支
点
と
す
る

て
ん 
び
ん 
ば
か
り

竿
の
両
端
に
皿
を
吊
る
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
皿
に
量
ろ
う
と
す
る
物
体
と

 
分  
銅 
を
載
せ
て
、
竿
が
水
平
に
な
る

ふ
ん 
ど
う

 
分  
銅 
の
重
量
か
ら
物
体
の
重
さ
が

ふ
ん 
ど
う

分
か
り
ま
す
。

　
 
棹  
秤 
は
ひ
と
つ
の

さ
お 
ば
か
り

 
錘 
で
い
ろ
い

お
も
り

ろ
の
重
量
を
量
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、 
天  
秤  
秤 
は
い
く
つ
も
の

て
ん 
び
ん 
ば
か
り

 
分  
銅 

ふ
ん 
ど
う

を
用
意
し
て
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
で

平
衡
を
求
め
ま
す
。

　

近
世
に
は
、
日
常
に
は 
棹  
秤 
が
使

さ
お 
ば
か
り

用
さ
れ
、 
天  
秤  
秤 
は
両
替
屋
が
金
銀

て
ん 
び
ん 
ば
か
り

の
計
量
に
使
用
す
る
特
別
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の 
分  
銅 
は
大

ふ
ん 
ど
う

判
座
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
こ
れ
を
後

【会期】４月８日（金）～６月１２日（日）

【開館時間】午前９時～午後５時

【休館日】月曜日

【入館料】無料

役　場

助成制度を受けるには、
購入前に申請が必要です

１人一日１００グラム

ごみ減量運動をはじめましょう

展示中の天秤秤
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広
報
ク
イ
ズ

　

次
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
人
の
か
た
に

図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

問　

歴
史
民
俗
資
料
館
の
企
画
展
美
濃

天
領
の
里　

笠
松
八
幡
さ
ま
の
開
催

期
間
は
、
４
月
８
日
か
ら
何
月
何
日

ま
で
？

応
募
方
法　

官
製
は
が
き
に
問
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、
４
月
末
日
ま
で
に
企

画
課
広
報
ク
イ
ズ
係
ま
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

　

当
選
者
は
広
報
か
さ
ま
つ
６
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

２
月
号
ク
イ
ズ
の
答
え

　

二
三
九
人

当
選
者　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

馬
場
光
広
、
加
藤
理
子
、
樋
口　

正

  
表　

紙

　

三
月
三
日
、「
ひ
な
祭
り
」
の
日
に
下

羽
栗
保
育
所
の
生
活
発
表
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
一
生
懸
命
練
習
し

た
、
成
果
を
保
護
者
な
ど
の
前
で
披
露

し
ま
し
た
。

　

乳
児
組
、
年
中
組
そ
し
て
年
長
組
の

み
ん
な
揃
っ
て
、
ひ
な
祭
り
の
歌
を
皮

切
り
に
始
ま
り
、
写
真
は
年
小
組
の
演

技
で
タ
ン
バ
リ
ン
を
使
っ
た
楽
器
演
奏

で
す
。

 遠  藤 　 太 市   くん（江川）

えん どう た いち
お な ま え は お な ま え は

 大  下 　 晴 可   ちゃん（月美町）

おお した はる か

遠藤亮一・笑子さんの子 大下城二・美紀子さんの子
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まちの人口
平成１７年３月１日現在　前月比 

人　口　２２,２５９人（減　１１）
　男　　１０,７１０人   （増　４）
　女　　１１,５４９人   （減　１５）

世帯数　　　　　　　　　
　 　７,６４１世帯 　　（減　１８）

平成１６年
４月１７日生
おひつじ座

平成１６年
４月１８日生
おひつじ座




